
氏名 芝田 篤紀

通信教育部担当科目 ・地理情報システム

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

文学部教務委員会 委員、教職課程運営専門部会 委員

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】
大阪府立花園高等学校 学校運営協議会 委員
奈良県立西の京高等学校 特別授業 講師
仁川学院中学校・高等学校 特別授業 講師

京都大学大学院 文学研究科 行動文化学専攻 地理学専修 博士課程 修了

博士（文学）

自然地理学、地理情報科学、地域研究

最終学歴

　【研究上の特記事項】

大学院博士後期課程
担当科目

令　和　３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会、日本アフリカ学会、人文地理学会、奈良地理学会

南部アフリカの地域住民と自然環境の関係、瀬戸内地域の海岸自然環境と海ゴミの漂着・堆積の関
係

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

授業科目

学部担当科目

・地理学実習
・地理学入門、基礎演習Ⅱ
・地理情報科学概論、GISデータ分析技法
・地理学講読・調査法、地理学分析・表現法
・地理学地域調査演習
・地理学特殊講義



単独

共同

奈良地理学会
2021年度冬季例会

2022年2月

2021年12月 G空間EXPO 2021

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

日本地理学会主催の当シンポジウムに
おいて、コメンテーターとして招待され
た。

これまでの研究活動について、主にボ
ツワナ共和国での調査内容を発表し
た。

（学会発表）

Environmental Research
Communications

②

③

①AIと地理学（シンポジウム）

③

（その他）

②

③

②これまでの研究−カラハリ北
部の自然環境と狩猟採集民

南部アフリカのナミビア共和国北東部、
ブワブワタ国立公園で暮らす地域住民
の生業活動が、周辺植生に与える影響
について、現地調査によって定量的に
明らかにした（オンライン・ポスター発
表）。

③

②

①Unmanned aerial vehicles and
deep learning for assessment of
anthropogenic marine debris on
beaches on an island in a semi-
enclosed sea in Japan

共著 2022年1月

4(1), pp.1-10, doi:10.1088/2515-
7620/ac473b.
ドローン（UAV）による海岸の空撮画像
から、海ゴミを識別する人工知能の深
層学習モデルを開発した。

①Relationships between the
Livelihood of Local Residents
and Vegetation in Bwabwata
National Park, Northeastern
Namibia

単独 2021年8月
34th International
GEOGRAPHICAL

Congress


